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平成２８年度第２３回庁議提案  審議・報告・その他 

                    提 出 日：平成２９年３月６日 

                    担当部・課：産業部水産課 〔内線 3515〕 

生活環境部廃棄物対策課〔内線 3375〕 

 

①件  名 

 

一般廃棄物「廃棄ホヤ」搬入処分に関する協定について 

 

②施策等を必要とする背景及び目的（理由） 

 

【背景】 

東日本大震災における福島原発事故以来、本市（宮城県漁業協同組合生産）のホヤは風評被害に

より、止む無く処分せざるを得ない状況である。本市より排出される廃棄ホヤ（一般廃棄物）につ

いては、市内の廃棄物処理施設での処理が困難であることから、市外での受入依頼協議を行い、他

自治体（民間施設）へ搬出を行っている。 

その中で受入先のひとつである千葉県袖ヶ浦市と協議のうえ、当該市焼却施設（中間処理施設：

エコシステム千葉㈱）での処理の了承を得たが、焼却施設より排出される焼却灰は、栃木県小山市

にある民間施設（メルテック㈱）で再利用されることとなる。このことに伴い、メルテック㈱の所

在自治体である栃木県小山市より、受入には関連団体５者での協定締結が必須である旨求められた。 

 

【目的】 

本来、民間団体が独自に処理するものであるが、漁家経営の安定と水産業の回復を支援するため、

廃棄物処理について栃木県小山市等と協定を締結する。 

 

 

③根拠法令及び総合計画又は個別計画との整合性 

 

【根拠法令】 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 （第６条第３項） 

 

【〔総合計画との整合性 総合計画の位置付け：有・無〕 又は 〔個別計画との整合性〕】  

 

④提案に至るまでの経過（市民参加の有無とその内容を含む。） 

 

平成２８年１０月 宮城県漁業協同組合より廃棄ホヤの処理計画の相談 

４自治体（岩手県大船渡市、秋田県大館市、埼玉県寄居町、千葉県袖ヶ浦市）

と廃棄物処理について協議 

平成２８年１１月 千葉県袖ヶ浦市焼却施設（中間処理施設：エコシステム千葉㈱）へ搬出 

～１２月 焼却灰受入に関して栃木県小山市と協議  
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⑤主な内容 

 

廃棄物処理関連団体５者による協定を締結する。 

 

１ 協定締結者 搬入受入市町村：栃木県小山市 

排出元市町村 ：宮城県石巻市 

排出事業者  ：宮城県漁業協同組合 

中間処分業者 ：エコシステム千葉株式会社 

処分委託業者 ：メルテック株式会社 

 

２ 目的    石巻市内における宮城県漁業協同組合の事業場(石巻市内６支所)から排出した一

般廃棄物（養殖廃棄ホヤ）を、エコシステム千葉㈱の一般廃棄物中間処理施設で

焼却処理した後の焼却灰等を、栃木県小山市大字梁地内にメルテック㈱が設置し

た処理施設に焼却灰等の処理を委託することに関し、５者合意の基に協定を締結

する。 
 

参考：平成２８年度搬入計画（千葉県民間施設搬出分） 
 

項目 内容 備考 

搬入時期 締結日より平成２９年３月３１日まで 次年度以降も搬入予定あり 

搬入量 約 500ｔ／期間中 石巻市内分約 2,700ｔの一部 

残 2,200ｔは他自治体で処分 

廃棄品種 石巻市内から発生する動植物性残渣

【養殖廃棄ホヤ（冷凍等）】 

 

排出者 宮城県漁業協同組合 関係市町村：宮城県石巻市 

中間処理までの収

集運搬 

排出者（自己運搬）、もしくは一般廃棄

物収集運搬許可業者 

但し、許可業者が運搬する場

合は石巻市、袖ヶ浦市、双方

の許可取得を要する。 

中間処理先（焼却） エコシステム千葉株式会社 関係市町村：千葉県袖ヶ浦市 

処分場までの収集

運搬 

中間処理先委託業者  

処分先（溶融固化） メルテック株式会社 関係市町村：栃木県小山市 

⑥実施した場合の影響・効果（財源措置及び複数年のコスト計算を含む。） 

 

【影響・効果】 

  廃棄ホヤの適正な処理が図られ、漁業関係者の経営安定が期待される。 

⑦他の自治体の政策との比較検討 

平成２９年１月１１日付で女川町、南三陸町が栃木県小山市と同様の協定を締結済。 

⑧今後の予定及び施行予定年月日 

 

  平成２９年３月 栃木県小山市と協定締結、廃棄物の搬出開始  

平成２９年度  平成２９年度分を当該自治体へ搬出予定 

 

⑨その他 

 

 


